
プレスリリース 

2023 年 1月 31 日 

公益財団法人 日本生産性本部 

 

(公財）日本生産性本部が設立した日本経営品質賞委員会(東京都千代田区、委員長：福川伸次 (一財）

地球産業文化研究所 顧問）は、顧客価値経営の実践を通じて変革を進めるモデルとしてふさわしい組織を

表彰する「日本経営品質賞」の 2022 年度受賞組織を発表しました。 

「日本経営品質賞」は、国際的な競争力強化に向けた生産性向上を目的に、顧客価値を創造し続けるた

めの自己革新能力を表彰する制度で、1996 年度より年一回選出しています。2022 年度は、「日本経営品質

賞 推進賞」1 組織、「日本経営品質賞 奨励賞」2 組織、合わせて 3 組織を決定しました。受賞した 3 組織

は、顧客にとっての価値を最優先に位置づけ、追求しつづける顧客価値経営の実践を通じて、組織のあり

たい姿に向けた価値づくりのための変革活動を続けています。 

 

■日本経営品質賞 本賞  該当なし 

■日本経営品質賞 推進賞 

(株）ワイズマート 

大企業部門 食品スーパーマーケット 千葉県浦安市 従業員 1,594 名 

・首都圏ベイエリアの駅前・駅近の好立地を中心に 150 坪程度のミニスーパーを 38 店舗運営。 
「コンパクトストア」に特化し、小規模ながらも店内で調理された総菜類や、生鮮食品をはじめと
するバラエティに富む品揃えを庶民的な価格で提供。 
・店舗の自主性を重んじ、商圏特性や顧客ニーズに柔軟に対応する独自の店舗運営で、坪当た
り売上高は同業他社の 1.8 倍に達する。 
・市場環境の変化によって店舗間や部門間格差が拡大する中、チームによる店舗経営への移行 
を目指して変革に取り組んでいる。 

■日本経営品質賞 奨励賞 

(株）金沢シール 

中小企業部門 シール・ラベル印刷 石川県白山市 従業員 166 名 

・1935 年、北陸で初となるシール・ラベル専業の印刷会社として創業。医薬品をはじめ、食品・飲
料、日用品など多岐にわたる分野で、独自の技術開発や品質にこだわるものづくりに取り組む。 
・社是である「生きた商品づくり」を実践すべく、顧客の商品価値を高めるため、川上・川下領域へ
の進出を通じて「商品包装」のインテグレーターとしての地位確立を目指して変革に取り組んで
いる。 

(株）伍魚福 

中小企業部門 高級珍味の製造卸 兵庫県神戸市 従業員 69 名 

・「⾼級珍味の伍魚福」をキャッチフレーズに、約 400 種類の珍味を全国の 5,000 を超える販売網 
を通じて提供。全国約 200 社の協力工場に製造を外注するファブレスメーカーの強みを活か 
し、毎年 100 を超える新商品をスピーディーかつ安定的に開発・提供している。チルド珍味分野 
におけるシェアは 9 割に達し、高価格帯でも選ばれ続けるブランドとなっている。 
・近年、ESG や SDGs などが社会的要請として重視される中、「食品業界の良いスパイラルアップ
の起点となる」ことを目指し、その実現に向けた変革活動に着手している。 

■各賞の概要 

本賞 顧客価値経営を目指して変革を進めるモデルとして認められた組織 

推進賞 顧客価値経営を目指して継続的に変革に取り組んでいると認められた組織 

奨励賞 顧客価値経営を目指して変革に取り組んでいると認められた組織 

受賞組織の概要は別紙、日本経営品質賞については参考資料をご参照ください。 

 

 

  

【お問い合わせ先】(公財）日本生産性本部 ＜経営品質協議会サイト https://www.jqac.com/＞ 
内容について: 日本経営品質賞委員会 橋本・渡辺 Tel: 03-3511-4017／ e-mail: jqa-info@jpc-net.jp 

取材について: 広報戦略室 伊藤・粕谷 Tel: 03-5511-2029／ e-mail: jpcpr@jpc-net.jp 

2022 年度「日本経営品質賞（推進賞・奨励賞）」3 組織を決定 
顧客価値経営の実践を通じてありたい姿に向けた変革を推進 
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2022 年度日本経営品質賞 推進賞 

【従業員の自主性を重んじ、経営者意識を高める独自の店舗運営】 

小型店舗にもかかわらず、店長の他、「店主」と呼ぶ各部門責任者のチーフを 1 店舗あたり 5～7 名配置し、

各店主に仕入れ・値付け・見切りの裁量権を与える「店主集団経営」と名付けた独自の店舗運営を行っている。 

38 ある店舗単位ではなく、208 ある部門(チーム)単位にまで細分化された月次損益データが全社員に公開さ

れ、各自の経営者意識を高め、創意工夫を引き出すことで、小型店舗ながら高い収益を上げる仕組みとして機

能してきた。 

 

【情報システムの活用による顧客ニーズにマッチした品揃えや売り場づくり】 

自社開発の情報システムを活用して、店舗の部門単位で日々仮説と検証を重ねて需要予測の精度を高めつ 

つ、顧客ニーズにマッチした品揃えや売り場づくりにつなげている。また、ポイントカードシステムを活用して会員

の購買動向を分析するとともに、ロイヤルカスタマー（年間購買金額上位 3,000 名）を対象とした定期アンケート

やモニター制度（各店舗 10 名程度）を通じて定期的に重要顧客の声を収集し、魅力ある売り場づくりや改善活

動につなげている。 

 

【従業員に寄り添い、温かみある会社運営を推進】 

従業員の幸せの実現に向けて、ワーク・ライフ・バランスを重視するとともに、納得感ある評価・処遇制度の整 

備や財形貯蓄の利子補給など、社員を動機づけ、大事にする温かみある会社運営を推進。「見てあげることが

最高の教育」の考えのもと、経営幹部が高頻度で店舗を巡回し、従業員への声かけを行うことで信頼関係を築

き、風通しの良い組織風土が醸成されている。こうした施策によって、従業員の定着率は高く、業界の上場企業

を上回る平均年収や資産形成（財形貯蓄）を実現している。  

組織名 株式会社ワイズマート 

業種 食品スーパーマーケット 設立年 1969 年 

所在地 
千葉県浦安市(本社) 

＊千葉、東京、神奈川に 39 拠点 
代表者 代表取締役社長 吉野 秀行 

従業員 1,594 名 売上高 47,156 百万円(2021 年度） 

経常利益 919 百万円(2021 年度） 労働生産性 6 百万円(2021 年度） 

別紙 
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2022 年度日本経営品質賞 奨励賞 

【ビジネスパートナーとの協働による独自技術の開発】 

業界に先駆けた ISO9001、ISO14001 の認証取得をはじめ、個人の技術に依存しない品質マネジメント体制を

構築し、国内有数のシール・ラベル印刷設備と印刷技術力を強みに、業界の老舗企業としてのブランドを確立し

ている。ビジネスパートナーである機械メーカーとの協業によって、高精彩・高彩度のオフセットグルーラベル（糊

なしラベル）印刷や、医薬品ラベルで求められる員数管理を複数列印刷で実現するなど、独自設備と技術開発

によって同業他社との差別化を図り、顧客との信頼関係を構築してきた。 

 

【商品包装に関する顧客の困りごとをチーム活動で解決】 

顧客への付帯サービスとして、商品包装に関する顧客の課題を解決するＢＰＶＰ活動（Best Planning&Valuable 

Products）を展開。顧客の困りごとを営業が聞き取り、部門を超えたチームが、解決策立案から提案まで実行し

ている。顧客の課題情報や解決ノウハウが蓄積されたデータベースは社員全員に共有され、課題解決までの進

捗を専門部署で一元管理している。中小企業ながら同業他社に先駆けたこれらの活動を通じて信頼関係が深

まった顧客からは、徐々に付加価値の高い仕事を任されるようになってきた。 

 

【「商品包装インテグレーター」としてオンリーワンの存在を目指す】 

長年蓄積してきた商品包装に関する知見やノウハウをもとに、川上（商品・販促企画）や川下（包装機械選定

や機械メンテナンス）領域にも進出するとともに、顧客の技術・製品に関するビジネスマッチングの提案も行うな

ど、独自の価値提供に取り組んでいる。将来的に、顧客のものづくりを一貫的・継続的にサポートする「商品包

装インテグレーター」としての地位を確立し、業界における独自の存在になることを目指している。 

  

組織名 株式会社金沢シール 

業種 シール・ラベル印刷 設立年 1963 年 (創業 1935 年) 

所在地 
石川県白山市 

*石川、東京、大阪、富山、新潟に5拠点 
代表者 代表取締役社長 小杉 善文 

従業員 166 名 売上高 2,379 百万円(2021 年度） 

経常利益 4 百万円(2021 年度） 労働生産性 6 百万円(2021 年度） 
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2022 年度日本経営品質賞 奨励賞 

【「トライ＆エラー」の考え方と現場感覚を重視した、「売れる商品のみを生き残らせる」企画開発プロセス】 

長年培った珍味開発ノウハウをもとに、「トライ＆エラー」の考え方と社員の現場感覚を重視した開発プロセス

（ヒット商品提案制度など）を通じて年間 600 件ものアイデアが生まれ、100 件以上の商品開発に結びつけてい

る。迅速に開発した商品の顧客・市場評価を、全国の販売網を通じてタイムリーに確認しながら、「トライ＆エ

ラー」を重ねて学習が進み、「売れる商品のみを生き残らせる」ための企画開発プロセスを構築。これにより、 

高価格帯でも顧客から選ばれ続けるブランドとなっている。 

近年は、伍魚福ファンの SNS ユーザーを「伍魚福アンバサダー」として認定し、商品開発や売場づくりに活か

すなど、顧客との共創によるマーケティング活動にも取り組み始めている。 

 

【ファブレスメーカーの強みを活かした迅速・安定的な多品種少量生産体制】 

ファブレスメーカーとして、商品企画やデザイン、ブランド管理、品質管理等は自社で行い、製造は強固な信頼

関係で結ばれた全国約 200 社の協力工場に委託することで、顧客のニーズやトレンドにマッチした商品を多品

種少量生産でスピーディーに市場投入できる体制を構築。商品は、神戸と神奈川の物流センターに集約し、即

日発送対応を実現。独自の販売管理システムを活用した販売データの分析やお得意先との商談情報等に基づ

く正確な需要予測が、欠品率と廃棄率の低さにつながっている。 

 

【積極的かつ安定的な事業展開を支える全国 5,000 を超える販売網】 

長年の主力チャネルだった酒販店の衰退に伴い、卸通販に乗り出すとともに、スーパーマーケットや百貨店、

ドラッグストア、コンビニエンスストア、交通・観光売店など、全国 5,000 店を超える販売網を開拓。 

多岐にわたる販売網は、積極的な市場投入を可能とする安定的な事業基盤となり、事業リスクの分散にもつな

がっている。 

お得意先には、棚づくりや POP等による「売れる売り場づくり」を支援し、お得意先の売上・利益向上に貢献

することで強い関係性を構築している。 

 

以 上

組織名 株式会社伍魚福 

業種 高級珍味の製造卸 設立年 1955 年 

所在地 
兵庫県神戸市 

＊兵庫、大阪に 3 拠点 
代表者 代表取締役社長 山中 勧 

従業員 69 名 売上高 2,788 百万円(2021 年度） 

経常利益 93 百万円(2021 年度） 労働生産性 7 百万円(2021 年度） 


